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公園や歩道の樹木は、根を張るために周囲にある面積の土を必要とします。これを確保するために

桝として囲われていますが、表面が土のままでは美観性が低く、根が踏まれて傷つけられたりします。

そこで、根を保護しつつ美観を向上させるために、保護蓋を開発しました。また、桝内に設置して幅員

を増やし、かつ保護蓋と比べて安価な歩道拡幅板を開発しました。 

 

◆ 樹木保護蓋 

樹木にとって大切な根を優しく保護して、豊富なデザインでそれぞれの街にあったものをお届けし

ます。表面に透過模様を採用して、通気性、集水効果、採光性など樹木育成のための条件を満たしてい

ます。 

本体標準色は、擬石仕様 6

色、塗装仕様 2 色を用意 

縁石標準品は、擬石タイプ

とＲＣタイプの 2種類を用意 
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特注システムによるオーダーパターンが可能で、地域の特色を生かした街づくりが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 樹木桝内歩道拡幅板 

植樹桝内に設置して、歩道の有効幅員

を拡幅するために開発しました。砕石と

アンカーで荷重を分散させて、砕石の毛

細管現象を利用して製品下部にも雨水を

浸透させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売元：インフラテック株式会社 

＊ 各社/各商品の詳細は、会員名簿から各社ホームページにアクセスして、参照願います。 


